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本質的価値

動画生成機能としての価値

● 実況用の動画の生成スクリプトを改造

→　一般的に広く使える動画生成プログラムへ

● マルチスレッド処理を採用し、高速な生成が可能

パーソナライズドAIとしての価値（展望）

● 個人の興味に合わせた動画の生成

● 情報の信頼性

● 人間味の提示
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本質的価値 — 動画生成機能として

既存の実況用動画の生成スクリプト

● 実況用途のみ — 単一テンプレート

● シングルスレッド処理 — 時間がかかる

開発する汎用動画生成プログラム

● 幅広い用途に使用可能 — 素材の自由度が増加

● マルチスレッド処理 — 高速化
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本質的価値 - パーソナライズドAIとして（展望）

個人の興味に合わせた動画の生成

● ただ紹介動画を流すだけでは、興味を惹きにくい
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本質的価値 - パーソナライズドAIとして（展望）

個人の興味に合わせた動画の生成

● 個々人の関心に合わせた動画を用意することで、

興味を惹きやすい動画にする

➢ 本学の教育プログラム紹介動画。

○ どの動画を見るべきか一目ではわからない

○ 再生しても、自分の興味に合うかどうかわからない

→再生されにくいのではないか
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本質的価値 - パーソナライズドAIとして（展望）

情報の信頼性

● 多くの文章生成AIは、時として誤った情報を出力する

● 事前に人間の手で情報をまとめておくことにより、

紹介動画のような正確性が求められる場面で効果を発揮

▼ChatGPTで電気通信大学について尋ねた結果
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本質的価値 - パーソナライズドAIとして（展望）

人間味がある

● いわゆる「チャットボット」とは違い、

キャラクターに話しかけられているような感覚に

➢ チャットボットの例。質問→結果の選択→結果の表示の

3段階を踏んでいる。
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解決できる課題

動画生成機能が解決できる課題

● 紹介動画をフォーマットに沿って、プログラムで自動生成できる

● 動画の生成速度が高速

パーソナライズドAIが解決できる課題

● 1人ひとりに合わせた紹介

● 信頼できる情報源としての存在

● 人間味をもった紹介
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システムの概念図

利用者
Pythonプログラム
（movie-py）

VOICEVOX

ImageMagick

FFmpeg

・画像素材
・スクリプト

読み上げ原稿

改良版 zap-movie-maker

・読み上げ音声
・字幕表示時間

・画像素材
・字幕原稿

字幕付き画像

・字幕付き画像
・読み上げ音声

生成動画

9



将来の展望

企画者 Pythonプログラム
（movie-py）

VOICEVOX

ImageMagick

FFmpeg

画像素材

読み上げ原稿

改良版 zap-movie-maker

・読み上げ音声
・字幕表示時間

・画像素材
・字幕原稿

字幕付き画像

・字幕付き画像
・読み上げ音声

生成動画

利用者

制御プログラム

elasticsearch等の
検索エンジンプログラム

まとめた情報

テンプレート

興味関心キーワード

キーワードから検索した
最適な情報

スクリプト

氏名など
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参考情報 — 市場規模の面から 

● 生成AIの市場規模（2030年）：約14兆円（Grand View Research）

● EVの市場規模（2021年）：約24兆円（Global Information）
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参考情報 — 市場競争の面から

● AIは主に海外勢が圧倒的に有利
○ ChatGPTは米MSが自社製品への組み込みを検討

● 国内は技術整備・法整備・理解いずれも追いついていない
○ 国産イラストAI「mimic」は、日本で批判殺到→サービス開始が遅れる

○ その隙に、Stable Diffusionなどが国内で広まる

● 日本には“先端技術のガラパゴス化”というお約束がある
○ 様々なことができたガラケーも、スマートフォンの前では風前の灯火であった
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我々には何ができるか?

● オープンソースとし、ガラパゴス化を防ぐ

● 採用技術もオープンソース
○ VOICEVOX, FFmpeg, ImageMagick, movie-py, zap-movie-maker, …

● 無料・安価に使ってもらう

● パッケージ化して、使いやすくする

● みんなに使ってもらうことで、AIをもっと身近に
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ご清聴
ありがとうございました
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